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初等教育教員養成課程学生の原体験に関する調査
Survey on the Proto-Experience of primary education teacher training course students
     福　井　広　和
１　はじめに
　幼少期の自然体験・科学遊びは科学的な見方・考え方の基礎を養うため重要である。し
かし、幼少期の自然体験は子どもがおかれた環境の中で自然発生的に成立するものであり、
体系化・法則化が遅れているという現状がある。また、個々の原体験の活動内容は性別、
年代、地域等の要因に左右されると考えられており、原体験度の判定法に普遍性を持たせ
ることが困難であるとの指摘もある１）。一方で、幼児の原体験は両親や保育者の遊びに対
する養育態度に関連があり、保護者や保育者の原体験度が影響を与えていることが調査に
より明らかになっている２）。
　そこで本研究は、教員養成学部学生が９歳までにどのような自然体験・科学体験をして
いるか調査し、その傾向や偏りを明らかにすることで自然体験学習の指導者養成プログラ
ム編成時の基礎データを得ることを目的とする。そして、将来的には教員養成学部学生が
自らの自然体験の傾向を自覚し原体験の引き出しを広げられるような学修プログラムを構
築することで、自然体験に関する指導力をもった教員を養成し、子どもたちの自然体験を
より深く充実したものにしたいと考えている。
２　方　法
　2013年度に「生活科教育法」を受講した２年生48名を対象として、原体験想起調査を行っ
た。今回調査した原体験は、自然体験の４分野（草花編、動物編、火・水編、地学・気象・
天文編）と科学遊びである。
【調査日・人数】①草花編　　　　　　　（6/14　42名うち男20名・女22名）
②動物編　　　　　　　（6/21　47名うち男22名・女25名）
③火・水編　　　　　　（6/28　48名うち男22名・女26名）
④地学・気象・天文編　（7/ 5　 48名うち男22名・女26名）
⑤科学遊び　　　　　　（7/12　47名うち男22名・女25名）
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【調査方法】　
 ・まず、最初に自分が９才までに過ごした地域の環境についてチェックした。
　学生の中には、海外で幼児期・児童期を過ごした学生も含まれている。
 ・原体験についての調査は以下の３段階で行い、　各段階とも約１０分間で実施した。
①自己想起（１０分）
　各回の分野に関わる原体験を自力で想起する。想起した原体験は自由記述でリスト
アップする。同じ自然体験でも地域により呼び名が違う場合があるので、類似した項
目については個別に聞き取り、体験内容が同じ場合には統合した。
②意見交流（１０分）
　グループで意見交換し、友達の意見を聴いて
想起した項目を①のリストに追加する。（図１）
次に全員起立して、順番にクラスで発表する。
自分も同じ項目があれば拍手で意思表示する。
自分のリストがなくなった人は着席する。全員
が着席するまで発表を続ける。
③例示参照（１０分）　
　日本科学協会と原体験教育研究会が共同で公
開している科学実験データベース3）を活用し、
②の段階でまだ出てきていない原体験の項目を
プロジェクターで例示した。例示した項目数は
分野によって異なり、最も少なかった地学・気
象・天文分野で１５項目、最も多かった科学あ
そびでは約５０項目を例示した。（図２）
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【データ整理】
 ・回収した調査票をもとに、まず９才までに
近所で遊んだ経験のある場所を個人データ
表に入力した。「９才まで」としたのは、小
学校３・４年生のいわゆるギャングエイジ
を想定したものであり、思春期に入る小学
校高学年から中学生の年齢よりも前という
意味であり、厳密な年齢指定ではないこと
を学生には伝えている。
 ・引っ越しなどで転校した場合には、最も印
象に残っている地域を想定してアンケート
に答えるよう指示した。
 ・家族の仕事の関係で海外で幼児期を過ごし
た学生もいたが、そのままデータとして加
えた。そのため、動物編で「ゾウに乗る」
などの項目が入ったが、このデータの扱いについては、今後国内での自然学習指導者
養成プログラムを作成する際に再検討する予定である。
 ・体験したことのある原体験の項目については、図４のように整理し、データ化した。
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３　結　果
【項目数・想起数】
 ・各分野の原体験項目数と延べ想起
数を集計したものが表１である。
 ・これを見ると、動物編の項目数が
他の分野に比べて多い。これは、
草花編の項目が草・木・花…といっ
た総称でくくられることが多いのに対し、動物編では「カナブン」とか「カブトムシ」
というような個別名称で記述されることが多いことによる。「雑草」という言葉が表す
ように植物の場合は対象と言葉との結びつきが弱く、動物の場合は細かな種まで名前
が広く知られている。それだけ動物に対する親しみが強いことが分かる。
 ・科学遊びに関する延べ想起数が少ない。これは、９才という年齢で切ったことが影響し
ているのかも知れない。調査年齢を高学年にまで広げると科学遊びは増えるのかも知
れないが、これについては今後明らかにしていきたい。
【男女別平均想起数】
 ・どのカテゴリーにおいても女子
の平均想起数が男子より多い傾
向が見られた（図５）。
 ・この結果からそのまま結論を導
くならば、「女子は男子より幼少
期にたくさんの原体験をもって
いた」と言えるのであるが、単
に３０分間という長時間の調査
や自由記述という調査形態が女
子に合っていただけだという可能性も捨てきれない。この点についても今後明らかに
していきたい。
【分野別想起数ベスト３０】
 ・表２は分野別の想起数上位３０項目である。それぞれの分野の調査日ごとに人数が異な
るため延べ人数ではなく、百分率で表している。小数点以下は表示していない。調査
人数と百分率をかけると各項目のおおよその人数になる。
 ・ここでは上位３０項目を取り上げたが、これらを教員養成学部学生が体験しておいた方
がよい自然体験・科学遊びの目安にすれば良いのではないかと考える。
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草花（４２名） ％ 動物（４７名） ％ 火・水（４８名） ％ 地学・気象・天文（４８名） ％ 科学遊び（４７名） ％
1 四つ葉のクローバー探し 100 ウサギを飼う 77 花火 83 泥団子作り 83 静電気（下敷き） 87
2 ひっつき虫を投げる 88
カブトムシを捕る・
育てる 72 水鉄砲 75 地震に遭う 79 紙飛行機 77
3 押し花 79 セミを捕る 66 プールで泳ぐ 75 （落とし）穴を掘る 75 糸電話 70
4 花の蜜を吸う 76 ザリガニを捕る 66 焼き芋 69 きれいな石を集める 75 スライム 70
5 タンポポの綿毛(種)とばし 76 猫を飼う・触る 64 キャンプファイヤー 69 雪合戦 69 練り消しゴム 66
6 猫じゃらしで猫とあそぶ 74 コイにえさをやる 62
焼き肉（バーベ
キュー） 63 虹を見る 67 凧揚げ 53
7 花占い 74 魚釣り・魚捕り 53 たき火をする 60 かげ送りをする 63 ソーラーカー作り 51
8 どんぐりゴマ 74 犬を飼う・触る 51 水切り 56 石（ろう石）で絵や文字を描く 54 竹とんぼ 51
9 つくし採り 71 ホタルを捕る 49 海で泳ぐ 56 星を見る 54 シャボン玉 49
10 草相撲 64 バッタを捕る 47 花の水やり 52 太陽を観る 52 ドングリゴマ 49
11 シロツメクサ冠つくり 57 カメを飼う 47 水風船 52 砂場で遊ぶ 50 貯金箱 45
12 竹とんぼ 55 ツバメを観察する 45 釣りをする 50 雪だるまを作る 50 プラ板工作 32
13 木登り 55 蚊をたたく 43 川遊び 46 粘土で遊ぶ 48 ストロー笛 30
14 ペンペン草を鳴らす 52 金魚を育てる 43 水たまりに入る 46 土手すべり 48 空気砲 28
15 草笛 48 ハムスターを飼う・遊ぶ 40 ヨーヨー遊び 44 星座を観る 48 水ロケット 28
16 オジギソウに触る 48 アオムシを育てる 38 色水づくり 42 雲を眺める 46 ロウソク作り 28
17 笹舟 48 ダンゴムシに触る 38 飯ごうでご飯をたく 38 台風に遭う 46 アートバルーン 28
18 色水作り 45 スズムシを育てる 36 マッチをつける 35 水切りをする 44 虫めがねで紙を燃やす 23
19 松ぼっくり拾い 36 トンボの目を回す 36 潮干狩り 35 雷が光るのを見る 44 花のしおり 23
20 竹ぽっくり 31 おたまじゃくしを捕る 34
結露で窓に絵を描
く 35
太陽の光で紙を燃
やす 44 塩の結晶 21
21 ままごと 29 ニワトリ（ヒヨコ）を飼う 34 手で水鉄砲を撃つ 33 砂鉄を集める 42 焼き物 21
22 松ぼっくりツリーを作る 29 ダンゴムシを捕る 32 火起こし 31 石積み 38 サイコロ作り 21
23 数珠玉であそぶ 26 タニシを捕る 32 水ロケット 31 ストーンペインティング 38
ストーンペインティ
ング 19
24 秘密基地つくり 26 アメンボを捕る 30 とんど焼き 29 飛行機雲を見る 38 レモン電池 17
25 どんぐり拾い・集め 24 ヒトデに触る 30 虹を作る 29 砂山を作る・遊ぶ 35 モーターカー 17
26 草舟作り 24 ヘビの皮を集める 26 仏壇に線香を供える 25 タイムカプセル 35 静電気クラゲ 17
27 水鉄砲 24 魚の手づかみをする 26 飛び石を渡る 25 流れ星を見る 35 ドライアイスの煙 17
28 落ち葉を踏む 24 メダカを育てる 26 噴水作り・遊び 25 月を観る 31 あぶり出し 17
29 たわしを作る 21 インコを飼う 26 カヌー（カヤック）をこぐ 23 砂絵 29 べっこうあめ 17
30 カラスノエンドウ笛 19 馬（ポニー）に乗る 26 料理をする 21 つららを折る 29 懐中電灯 15
表２ 分野別想起数ベスト３０ 表２　分野別想起数ベスト３０
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 【男女別原体験想起ベスト５】
 ・表３に示した通り、各分野の上位にランキングされた体験の内容には、ほとんど男女差
は見られなかった。９才ぐらいまでの幼児・児童には男女で共通する原体験も多いこ
とが分かった。
 ・動物編の「ウサギを飼う」、火・水編の「プールで泳ぐ」「キャンプファイヤー」はおそ
らく保育園、幼稚園、小学校における体験であろう。学校の自然体験に関わる役割の
拡大が推察できる。
 ・今後、『幼児の環境』『生活科教育法』で自然体験活動に関する演習・単元構成を考える
際には男女で共通する自然体験・科学あそびを中心におき、指導者としての原体験の
引き出しを拡大できるように構成したい。
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・表３に示した通り、各分野の上位にランキングされた体験の内容には、ほとんど男女差は見られ 
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表３ 男女別原体験想起数ベスト５ ３　男女別原体験想起数ベスト５
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【男女で特徴のある原体験】
　男女別原体験想起数ベスト５では、９才ぐらいまでの幼児・児童には男女で共通する原
体験が多いことを述べた。これをベスト３０までに拡大し、グラフ化したのが図６、図７
である。図６は男子の草体験ベスト３０の各項目に女子の平均想起数を対応させたもので
あり、図７はその逆である。
　これを見ると、男子に多く見られる原体験は女子の多くも体験しているが、女子の多く
が体験している原体験の中には男子がほとんど経験していないものがあることが分かる。
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の草体験ベスト３０の各項目に女子の平均想起数を対応させたものであり、図７はその逆である。 
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［男子に多いが女子にはほとんど見られない原体験］ 
・魚釣り  ・犬にかまれた  ・泥遊び  ・水ロケット 
 
［女子に多いが男子にはほとんど見られない原体験］ 
・シロツメクサのかんむり作り  ・色水作り  ・ままごと  ・金魚を育てる  ・数珠玉遊び 
・アリの行列を見る  ・虹つくり  ・水風船  ・結露した窓に絵を描く  ・土手すべり 
・あぶりだし  ・ストーンペインティング 
図６ 男子のランキングをもとにした男女別平均想起率 草体験 
図７ 女子のランキングをもとにした男女別平均想起率 草体験 
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図６　男子のランキングをもとにした男女別平均想起率　草体験
図７　女子のランキングをもとにした男女別平均想起率　草体験
［男子に多いが女子にはほとんど見られない原体験］
　・魚釣り　・犬 かまれた　・泥遊び　・水ロケット
［女子に多いが男子にはほとんど見られない原体験］
　・シロツメクサのかんむり作り　・色水作り　・ままごと　・金魚を育てる
　・数珠玉遊び　・アリの行列を見る　・虹つくり　・水風船　・結露した窓に絵を描く
　・土手すべり　・あぶりだし　・ストーンペインティング
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【地域の特性と原体験想起率】
　地域の特性を「海辺とそれ以外の地域」というように地理的特徴で二分し、原体験の想
起率を比較したが、地理的特徴による顕著な傾向は見られなかった。
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図８ 近くに海があったか否かによる平均想起率 草体験 
図９ 近くに海があったか否かによる平均想起率 火・水体験 
図１０ 近くに海があったか否かによる平均想起率 地学・気象・天文体験 
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【 原体験想起率】 
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比較したが、地理的特徴による顕著な傾向は見られなかった。 
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図１０ 近くに海があったか否かによる平均想起率 地学・気象・天文体験 
　近くに海があったか否かによる平均想起率　草体験
図９　近くに海があったか否かによる平均想起率　火・水体験
図10　近くに海があったか否かによる平均想起率　地学・気象・天文体験
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４　おわりに
　本研究は、教員養成学部学生が９歳までにどのような自然体験・科学体験をしているか
調査し、その傾向を明らかにすることを目的として行った。その結果、以下のことが明ら
かになった。
　今回の調査で1993年前後に生まれた学生が９歳までに体験した原体験５４５項目を把握
することができた。なかには「練り消しゴム遊び」59％、「ソーラーカー作り」53％といっ
た新しい素材による体験もあり、定期的な原体験調査の必要性を感じた。
　今回得られたデータをもとに、教員養成学部学生が自らの自然体験の傾向を自覚し原体
験の引き出しを広げられるような学修プログラムを構築していきたい。そして、それによ
り自然体験に関する指導力をもった教員を養成し、子どもたちの自然体験をより深く充実
したものにしたいと考えている。
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・「四つ葉のクローバー探し」は全員が体験したことがある。
・植物、動物などの自然体験に比べて科学遊びの想起数が少ない。
・動物体験は「カブトムシ」などの固有名詞と結びつき、項目数・延べ想起数ともに 
  多い。
・基本的に９才ぐらいまでの幼児・児童には男女で共通する原体験が多い。
・男子に多く見られる原体験は女子の多くも体験している。
・シロツメクサの冠や色水作り、ままごとなど女子に特有の遊びが見られた。
・ウサギを飼う、プールで泳ぐ、キャンプファイヤーなど学校で体験した項目もある。
・地域差による原体験度の顕著な違いは見られなかった。
